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PF 懇談会入会のご案内

　PF（Photon Factory）懇談会は放射光を利用する研究
活動を効果的に推進するため，PFの発展，会員相互の
交流，利用の円滑化を図る利用者団体です。主に次の
様な活動を行っています。
・会員相互の情報交換，会員の放射光利用に関する要
望のとりまとめ
・ユーザーグループ活動の促進
・PFシンポジウム，放射光基礎講習会などの学術的会
合の開催
・PF将来計画の立案とその推進
　PFでの皆様の研究活動を実り多いものにするために
も PF懇談会へのご入会をお薦めいたします。なお，ユ
ーザーグループは懇談会の下に作られた組織ですので，
ユーザーグループへの参加には懇談会の入会が必要で
す。
　詳しくは PF懇談会ホームページをご覧下さい。
　http://pfwww2.kek.jp/pf-kondankai/index.html

　
〈お問い合わせ〉
PF懇談会事務局　森史子
029-864-5196　pf-sec@pfiqst.kek.jp

意見 3. PFのグループ化が完成すれば，それに応じて UG

が自発的にまとまれば良いのではないか？
質問 1. 申請書に「PF担当者」の欄があるが，どうすれ

ばよいか？
施設長 必ずしも PFのグループリーダーである必要はな

い。一番関連する人で構わない。

　以上，様々な意見が出されたが，最終的に，幹事会原案
の手続き案については了承され，5月までに意見を頂くこ
ととなった。

PF 懇談会 2006 年度第 4回総会議事録

日時：2007年 3月 15日（木）10時 30分～ 11時 00分
参加者：105名の委任状を含めて総会成立の出席数が確保
された。
上記の運営委員会と同様な報告が各幹事からなされ，平成
17年度決算が承認された。

放射光セミナー
題目：  TINE : The control system and its uses at DESY, Zeuthen, and 

EMBL
講師： Dr. Philip Duval (DESY The German Electron Synchrotron)
日時： 2007年 2月 22日（木）10:00～ 11:00

題目： Structural plasticity in the cholinesterases　     
講師：  Prof. Israel Silman (Neurobiology Dept., Weizmann Institute of 

Science)
日時： 2007年 4月 10日（木）11:00～ 12:00

題目： ERL実証機から期待される CSRによるテラヘルツ光
 講師：原田健太郎氏（KEK，PF）
日時： 2007年 4月 25日（水）16:30～

題目：  テラヘルツ放射光利用の現状と大強度 CSRテラヘルツ光
への期待

講師： 木村真一氏（分子研，UVSOR）
日時： 2007年 4月 25日（水）16:50～

物構研セミナー
題目：  NEW HORIZONS FOR NEUTRON LAUE DIFFRACTION 

ON VIVALDI
講師：  Dr. Marie-Helene Lemee-Cailleau (Institut Laue-Langevin, 

France)
日時： 2007年 3月 6日（火）11:00～ 12:00

最新の情報はホームページ
(http://pfwww.kek.jp/pf-seminar/)をご覧下さい。

第 16回物質構造科学研究所運営会議次第

日時：平成 19年 4月 23日（月）　13:30～（管理棟大会議室）
議事：
１．協議
①物質構造科学研究所客員研究員の選考について
②大強度陽子加速器計画推進部客員研究員の選考について
③教員等の人事に関する申合せの一部改正について
④その他
２．所長・施設長等報告
①所長報告
　　・平成 19年度機構内予算について
　　・J-PARC作業部会について
　　・世界トップレベルの研究拠点づくりについて
　　・パルス中性子分光器建設の研究協力に関する覚書について
②放射光報告
　　・戦略会議について
　　・放射光研究施設のグループ化について
　　・ISAC
③ ERL計画報告
④中性子・ミュオン報告
　　・J-PARC（中性子）の現状と戦略会議について
　　・J-PARC（ミュオン）の現状について
⑤教員の職について
⑥教育研究評議会（19.3.2）報告
　　・教員就業規則の一部改正等
　　・教員の人事等に関する教育研究評議会申合せの一部改正
⑦人事異動
⑧平成 19年度共同開発研究申請課題審査結果について
⑨平成 19年度前期ミュオン共同利用実験課題申請結果について
⑩その他
３．研究活動報告

PF 懇談会だより
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施設留保ビームタイム採択課題一覧 (2006 年度後期）

課題番号 申請者 所属 カテゴ
リー 課　題　名 ステー

ション
希望ビー
ムタイム

06留 -10 吉田　朋子 名古屋大 D
Ｘ線照射誘起発光を利用したセラミックス中微量成分構造解
析 9A

48～ 72
時間

06留 -11 田中　清明 名古屋工業大 B
重原子の凝集する単結晶精密結晶構造解析における APD検出
器の有効性 14A 10日間

06留 -12 野村　昌治 PF D 環境試料中の Sn, Cd等重元素の蛍光 XAFS NW10A 3日間

06留 -13 若林　裕助 PF D 検出器利用講習会 4C 48時間

06留 -14 宮原　恒昱 首都大学東京 E 充填スクッテルダイトの局所帯磁率の温度依存性の測定 NE1B 6日間

06留 -15 鈴木あかね 学振特別研究員 A MCM ｰ 41に担持された Ptクラスターの構造変化に関する研究 7C, 9A, 12C 36時間

06留 -16 野村　昌治 PF F 拠点大学事業における XAFSビームライン教習 9A, 12C 96時間

06留 -17 小林　寿夫 兵庫県立大 A
複合極限環境下での Fe化合物の電子状態の核共鳴散乱法によ
る散乱 NE3A 1週間

06留 -18 稲田　康宏 PF B, F 2048素子 NMOSフォトダイオードアレイの性能評価 NW2A 24時間

05留 -19 兵藤　一行 PF D, E 撮像系のテストとイメージングに関する予備実験 14C1, NE5A 4日間

06留 -20 Aiguo Li 上海放射光施設 D, F 蛍光Ｘ線 CTに関する予備実験 NE5A 1日

06留 -21 鈴木　昭夫 東北大 D 高温高圧下におけるＸ線イメージングの試験 NE5C 1日

06留 -22 吉武　英昭 横浜国立大 D 超薄層有機シリケートの構造解析 11B 24時間

06留 -23 稲田　康宏 PF D Li 二次電池用電極材料の DXAFSによる損傷の評価 NW2A 24時間

06留 -24 兵藤　一行 PF D, F イメージングに関する予備実験 NE5A 2日間

【施設留保ビームタイム申請カテゴリー】
A．故障等に対するビームタイムの補填。やり残した実験の補充。　B．ビームライン・実験装置の性能向上を速やかにする。
C．U型課題の受付をし，重要な研究の計画から成果公表までの時間を短縮する。　D．新規ユーザー開拓への活用（実習、試行実験等）。
E．受身の共同利用から能動的な共同利用へ。　F．施設としての柔軟性の確保。

内部スタッフ・大学院生優先ビームタイム採択課題一覧（2006 年度後期）
課題番号 申請者 所属 課　題　名 希望

ステーション
希望

ビームタイム

2006PF-08 松下　　正 PF エネルギー分散型Ｘ線反射率計の開発 NW2A
NW2で 6日間
8C, 15B等で
4日間～ 8日間

2006PF-09
Mogens 
Lebech

学振特別
研究員 Electron-photon coincedence measurement of helium and lithium 16B

SB 1週間
MB3日間

2006PF-11 寺本　高啓 特別共同利用
研究員 Xe原子の contiuum dressing statesの観測 28A

SB 1週間
MB4日間

2006PF-12 鈴木　証朗 総研大 CeO
2
ナノクラスターの CeM

4, 5
と OK内殻 XAS測定及びMgFe

2
O
4

ナノクラスターの FeL
2, 3
と OK内殻 XASと XMCD測定 11A 1週間

2006PF-13 久保田正人 PF 遷移金属酸化物ナノシート材料の粉末回折実験 1B 3日間

2006PF-14 久保田正人 PF CoFe/MnIr交換結合膜を用いた放射光測定 4C 3日間

2006PF-15 内田　佳伯 PF シャックハルトマン法を用いたミラー評価 2A 2日間

2006PF-16 橋本　英子 総研大 屈折原理に基づくＸ線 CTの生体試料への応用 V 14B 1週間

2006PF-17 久保田正人 PF 回折･散乱実験による遷移金属酸化物ナノシートの研究 ４C, 3A 3日間

2006PF-18 久保田正人 PF 強相関電子系酸化物材料の構造評価 1B 3日間

2006PF-19 小野　寛太 PF
軟Ｘ線回折顕微鏡･ホログラフィ実験へ向けた BL-28のコヒーレ
ンス測定 28B 2日間

2006PF-20 鹿内　文仁 中性子･研究員 (Pb, Sr) TiO
3
の相転移温度に対するサイズ効果 1B 1日間

2006PF-21 張　　小威 PF 熱負荷変動に対する高分解能分光器の自動調整のスタディ NE3A 6日間

2006PF-22 松下　　正 PF エネルギー分散型Ｘ線反射率計の開発 NW2A 3～ 4日間

2006PF-23
Mogens 
Lebech

学振特別
研究員

Lifetime resolved fluorescence with a supersonic expansion atomic 
beam source

16B
MB2日
SB6日

2006PF-24 小原　　哲 総研大 金属蒸気の反跳運動量測定 (RIMS)の可能性の研究 16B 5日間

掲示板












